
一般選抜 <Ⅰ期 >
実技試験（鉛筆デッサン）参考作品

出題文
与えられたモチーフと自分の手を組み合わ

せて自由に描きなさい。

［条件］モチーフは左手用、右手用のいずれ

か、または両方を利用しても良い。

配布物
モチーフ　軍手

用　紙
B3 画用紙、エスキース用紙　2 枚

試験時間

4 時間

一般選抜 < II 期 >

実技試験（鉛筆デッサン）参考作品

出題文
与えられたモチーフと自分の手を組み合わ

せて自由に描きなさい。

配布物
モチーフ　手鏡

用　紙
B3 画用紙、エスキース用紙　2 枚

試験時間
4 時間

左手の二本指で手鏡を傾けるように持ち、手前から奥への視点の動きを考えた構図は、画面に
奥行きを持たせ空間的に見えます。工業製品である手鏡も正確に形を捉えられているため、歪
むことなく、フレームのプラスチックの質感も表現出来ています。手の皺の表現も、少し固く
感じる部分はありますが、力が加わっている指 ( 緊張 ) と、外側の空間に伸びる指 ( 弛緩 ) の差
が伝わってきます。今回の出題では「鏡」の特徴である実像と虚像、反射など、何を鏡に映す
か思考力を問う問題でもあったため、描く前に出題者の意図をしっかりと考えることも重要で
す。豊かな発想と独自の視点を持って、さらにモチーフを観察する力を磨いていきましょう。

軍手をはく一瞬の様子が画面中央に大きく描かれており迫力がある作品です。軍手の特徴的な
ツブツブを丁寧に観察し描写することで、平面的にならず、膨らみ具合から中に手が入ってい
る様子も想像出来ます。軍手を掴んでいる右手も構造感を意識することで、軍手の白い生地と
の対比が生まれ、質感表現にも繋がっています。惜しい部分としては右手小指の形に違和感が
あります。じっくり描くことも大切ですが、他の指とのバランスを考えながら形を想像するこ
とも重要です。背景の扱いについても、あくまでも主役をひき立てる脇役として捉え構成する
ことで、完成度の高い作品に仕上がります。

鉛筆デッサン

自己推薦型選抜

提出作品参考例
（①平面または立体作品、②写真作品、③映像作品のい

ずれか１点。）

テーマ
指定するテーマは特にありません。あなたの個性や想

像力を十分に発揮して、のびのびと自由に表現してく

ださい。

評価項目
観察する力、発想する力、表現する力、描写する力を

総合的に評価します。

作品の体裁
【平面または立体の場合】

　 作品の素材、技法等に決まりはありません。ただし、

作品の大きさについては、試験当日に自分一人で搬

入出可能なものに限ります。

【写真の場合】

　 プリンターで出力または印画紙のいずれかにします。

クリアファイルに入れ、写真集とするか、ボードに

作品を直貼りして提出してください。

【映像の場合】

　 映像作品の長さは５分以内とします。作品はファイ

ナライズ済の DVD-R ディスクで提出してください。

面接試験会場に用意された DVD プレーヤーで再生

し、説明していただきます。

※  2 年以内に制作した作品 1 点を持参してください。

着彩

問　　題
配布された書籍に記載されている中から作品を１点選

び、ページ数を記入し、その作品から思うところを

800 字以内で述べなさい。

本出題は、独創性や感性を測るためのものであり、美

術史の専門的な知識を問うものではありません。

試験時間
60 分

評価項目
書籍の中から選んだ作品について、受験生の意見や感

想を問い、独創性や感性を測る。

小論文
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